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男
女
共
同
参
画
懇
話
会
で
議

論
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

ま
だ
、
本
格
的
な
も
の
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
委

員
数
も
増
や
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
も
得
て
い
き
た

い
。

◆
有
給
の
休
息
時
間
に
つ
い

て

総

務

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に

つ
い
て

　

　

本
市
で
難
視
聴
地
域

は
あ
る
の
か
。
そ
の
対
策
は

ど
う
か
。

　

副
市
長　

難
視
聴
地
域
が

あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

地
形
や
建
物
な
ど
の
関
係
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
を
見
に
く
い

家
庭
も
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
基
本
的
に
は
行
政

で
は
な
く
個
々
で
対
応
い
た

だ
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

◆
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

　

　

男
女
共
同
参
画
条
例

作
成
の
進
捗
状
況
は
。

　

市
民
参
画
課
長　

詳
細
な

作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま

っ
て
い
な
い
。
同
条
例
案
は

　

　

有
給
の
休
息
時
間
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
す
で

に
人
事
院
勧
告
が
出
て
い
る

と
思
う
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

　

職
員
課
長　

年
内
に
は
、

あ
る
程
度
方
針
を
出
し
、
関

係
す
る
条
例
改
正
案
を
次
の

定
例
会
に
提
案
し
て
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
の
施
行
に
間

に
合
う
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。

◆
確
定
申
告
の
受
付
に
つ
い

て
　

　

平
成
21
年
度
か
ら
市

役
所
で
の
確
定
申
告
の
方
法

が
、
個
別
面
談
方
式
か
ら
集

団
方
式
に
変
わ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
状
況
は
ど
う
な
る

の
か
。

　

税
務
課
長　

待
ち
時
間
が

長
く
大
変
迷
惑
を
か
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
民
４
人
に

対
し
て
１
人
の
職
員
を
配
置

し
、
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
方
に
つ

い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
て
申
告
い
た
だ
け
る
よ
う

対
応
し
た
い
。

文
教
福
祉

◆
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
の
備
品
に

つ
い
て

　

　

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
の
備

品
の
充
実
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

　

学
校
教
育
課
長　

エ
ア
コ

ン
を
購
入
し
た
。
既
に
設
置

は
完
了
し
て
い
る
。

◆
留
守
家
庭
児
童
会
の
運
営

状
況
に
つ
い
て

　

　

今
年
度
、
４
年
生
の

多
く
が
留
守
家
庭
児
童
会
を

退
会
さ
れ
た
が
、
理
由
は
何

か
。

　

社
会
教
育
課
長　

習
い
事

等
で
時
間
の
調
整
が
難
し
い

こ
と
や
、
自
宅
で
留
守
番
が

で
き
る
こ
と
が
主
な
理
由
で

あ
る
。
ま
た
、
今
年
度
に
料

金
改
定
を
行
い
、
準
要
保
護

世
帯
の
減
免
制
度
を
な
く
し

た
こ
と
が
一
因
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。

◆
学
校
図
書
館
へ
の
専
任
司

書
の
配
置
に
つ
い
て

　

　

本
来
の
学
校
図
書
館

の
あ
り
方
を
教
育
委
員
会
で

審
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

教
育
長　

司
書
教
諭
の
任

務
も
含
め
、
図
書
館
の
利
用

が
な
お
一
層
充
実
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
教
育

委
員
会
の
中
で
も
議
論
し
て

い
き
た
い
。

◆
学
校
給
食
の
民
営
化
に
つ

い
て

　

　

学
校
給
食
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

で
議
論
し
た
の
か
。

　

教
育
部
長　

12
月
１
日
に

議
題
と
し
て
教
育
委
員
会
で

審
議
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
報

告
事
項
と
し
て
平
成
19
年
８

月
と
９
月
の
２
回
に
わ
た
り

協
議
し
た
。

◆
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
み
て
、
給
食
弁
当
の

導
入
実
施
が
有
効
な
方
法
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
課
担
当
課
長　

食
中
毒
の
よ
う
な
事
案
が
あ

っ
た
場
合
の
対
応
や
、
ど
の

ぐ
ら
い
の
需
要
が
あ
る
の
か

も
含
め
て
精
査
す
る
必
要
が

あ
る
。建

設
経
済

◆
地
元
業
者
育
成
に
つ
い
て

　

　

市
が
工
事
な
ど
を
業

者
に
発
注
す
る
際
、
下
請
け

業
者
な
ど
が
あ
る
場
合
に
地

元
業
者
を
使
う
よ
う
、
口
頭

ま
た
は
文
書
で
申
し
入
れ
で

き
な
い
か
。

　

副
市
長　

下
請
け
に
つ
い

て
行
政
が
条
件
付
け
を
す
る

よ
う
な
行
為
は
、
法
的
に
疑

義
が
あ
る
。
し
か
し
、
市
建

設
業
協
会
に
対
し
て
定
期
的

に
そ
の
よ
う
な
事
実
上
の
要

請
は
し
て
い
る
。
経
済
的
効

果
も
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、

今
後
と
も
地
元
業
者
育
成
に

つ
い
て
は
配
慮
し
て
い
く
。

◆
不
況
対
策
に
つ
い
て

　

　

不
況
対
策
と
し
て
、

思
い
切
っ
た
随
意
契
約
の
活

用
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

現
在
も
法
の

範
囲
内
で
合
理
的
な
理
由
の

も
と
に
随
意
契
約
は
行
っ
て

い
る
が
、
よ
り
適
切
で
効
果

的
な
随
意
契
約
を
考
え
て
い

き
た
い
。

◆
薪
区
域
の
山
手
幹
線
完
成

後
の
諸
問
題
に
つ
い
て

　

　

山
手
幹
線
は
開
通
後
、

確
実
に
交
通
量
が
増
え
て
い

る
。
交
通
量
調
査
は
行
う
の

か
。

　

建
設
部
副
部
長　

来
年
２

月
頃
に
京
都
府
が
本
格
的
な

調
査
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。 　

　

山
手
幹
線
と
薪
新
田

辺
線
と
の
交
差
点
は
見
通
し

が
悪
い
。
改
良
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

建
設
政
策
推
進
室
担
当
課

長　

京
都
府
に
申
し
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
田
辺
警
察
署

と
も
協
議
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

◆
甘
南
備
園
の
運
営
に
つ
い

て

　

　

年
末
の
甘
南
備
園
へ

の
ご
み
持
ち
込
み
対
応
へ
の

業
務
に
お
い
て
、
職
員
が
多

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

清
掃
衛
生
課
長　

30
日
午

前
に
職
員
半
数
が
ご
み
収
集

に
当
た
り
、
残
り
半
分
は
持

ち
込
み
ご
み
へ
の
対
応
を
し

て
い
る
。
多
数
の
持
ち
込
み

ご
み
と
安
全
確
保
に
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

トンネルじん肺根絶の抜本的な対策に
関する意見書　  　　　　　　　　　

　国におかれては、トンネルじん肺根絶のための対策を
速やかに講じるとともに、基金制度の創設など被害者救
済のための制度の充実に努められるよう強く要望する。

可決した 意見書（要約）

（仮称）「協同労働の協同組合法」の制定を
求める意見書　　　　　　　　　　　　　

　誰もが社会連帯の中で仕事をおこし、社会に参加する
道を開くことができるよう、（仮称）「協同労働の協同組
合法」を速やかに制定されるよう強く要望する。

雇用の確保と安定を求める意見書
　国におかれては、労働者の将来に対する不安を取り除
くため、次に掲げる施策に取り組まれるよう要望する。
１．雇用機会創出や就業支援対策を早期に実施すること。
２．労働者派遣法の抜本的見直しを行うこと。

国民健康保険に対する国庫負担の
見直し・増額を求める意見書　　

　国民健康保険を真に社会保障として存続させ、加入者
が安心して必要な医療が受けられるようにするため、国
庫負担を見直し、増額されるよう強く要望する。

適正な社会保障費の確保を求める意見書
　国民のだれもが良質な医療を受けられるよう、患者負
担の軽減や医療従事者の不足・偏在の解消を図り、適正
な医療サービスを提供するために必要な予算の確保に努
められるよう強く要望する。

介護サービスの充実を求める意見書
　次の事項について措置を講じられるよう要望する。
１．介護報酬の適切な引き上げを図ること。
２．地域ケア体制の整備、認知症対策を拡充すること。
３．介護従事者の待遇改善や緊急支援に取り組むこと。

中小・零細企業支援対策の充実・強化を
求める意見書　　　　　　　　　　　　

　次の事項について積極的に取り組まれるよう要望する。
１．企業の運転資金の十分な確保に努めること。
２．｢貸し渋り｣ などが行われないよう、指導すること。

地方財政の充実・強化を求める意見書
　次の取り組みを推進されるよう強く求める。
１．税源移譲等により地方財源の充実強化を図ること。
２．自治体間の財政力格差の是正を図ること。
３．地方自治体の意見を十分に踏まえた対処を行うこと。

確定申告受付体制変更のお知らせ

所
管
事
務
調
査

一般会計（補正額） 4,300 万円
 （民生費）
○老人医療助成費 2,082万円
　老人医療費助成受給者増加に伴う追加
○介護保険特別会計繰出金 1,545万円
　介護サービス給付費増加に伴う繰出金の増加
○生活保護費 8,000万円
　住宅扶助費、医療扶助費不足見込額の追加

 （商工費）
○地域活性化・緊急安心実現対策交付金事業費

1,519万円
　交付金の活用による各種事業の実施

 （土木費）
○公共下水道事業特別会計繰出金  △5,347万円
　事業費確定等に伴う繰出金の減額

補正予算の主な内容


